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小学校の先生をしていたころ、孝
よし

雄
お

は毎日同じ時間に家を出て歩いて行きました。近所の人が時計代わりにするほど、時間は正確でした。

コ ラ ム

国文学の学者 富山県人初
は つ

の文化勲
く ん

章
しょう

富山市名
め い

誉
よ

市
し

民
み ん

　その後、孝
よし

雄
お

は奈良県尋
じん

常
じょう

中学
校（ 現

げん

郡
こおり

山
やま

高 校 ） の 五
ご

条
じょう

分 校
（五

ご

條
じょう

市
し

）で教
きょう

師
し

と舎
しゃ

監
かん

（寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

を管
かん

理
り

、監
かん

督
とく

する先生）を兼
か

ねた
仕事に就

つ

き、昼も夜も働
はたら

き続
つづ

けま
した。孝雄の「もっと家に送金を」
という思いからでした。
　孝雄が学校にいなかったとき
に、分校が火事で焼

や

ける事
じ

件
けん

が起
きました。孝雄は責

せき

任
にん

を感じて転
てん

　新
にい

川
かわ

郡
ぐん

富山町総
そう

曲
が

輪
わ

（現
げん

富山市）
で元富山藩

はん

士
し

の二男に生まれました。
　明

めい

治
じ

維
い

新
しん

後
ご

に藩がなくなり、藩
士であった父が仕事を失

うしな

ったこと
などから、苦しくなった家計を助

　孝
よし

雄
お

はこの論
ろん

文
ぶん

を『日
に

本
ほん

文
ぶん

法
ぽう

論
ろん

・上』と題して出
しゅっ

版
ぱん

し、その後、
博
はく

士
し

号
ごう

をもらう論文として東京
帝
てい

国
こく

大学（現
げん

東京大学）文学部に
送りました。しかし、学

がく

歴
れき

のない
孝雄の論文は文学部の 教

きょう

授
じゅ

らに
読まれることなく月日が過

す

ぎてい
きます。1908（明治41）年には
1500ページにおよぶ大作『日本
文法論・全』も出版しました。
　その後、孝雄は日本大学講

こう

師
し

や
東北帝国大学（現

げん

東北大学）の教
授を務

つと

め、国文法以外に万葉集や
俳
はい

句
く

などの研究も行い、国文学の
世界で孝雄はどんどん有名になっ
ていきました。

　そんなとき、東京帝国大学から
再度、論文を出すように求められ
ました。そして最

さい

初
しょ

に論文を出し
てから25年後の1929（昭和４）
年、54歳

さい

になっていた孝雄に文学
博士の学

がく

位
い

が与えられました。
　1957（昭和32）年には、国語
学界の第一人者として、富山県人
では初

はつ

の文
ぶん

化
か

勲
くん

章
しょう

を受けました。
生
しょう

涯
がい

におよそ300点の論文と70点
余
あま

りの専
せん

門
もん

書
しょ

を著
あらわ

しています。

・たくさん本を読む
・分からないことはとことん調べる
・結

け っ

果
か

がすぐに現
あらわ

れなくても、努
ど

力
りょく

を続
つ づ

ける

家計を助けるために先生となる

「日
に

本
ほ ん

文
ぶ ん

法
ぽ う

論
ろ ん

」が完
か ん

成
せ い

けようと、入学していた富山県尋
じん

常
じょう

中学校（現県立富山高校）を
中
ちゅう

退
たい

しました。その後、学校の先
生になるため、一人で勉強に励

はげ

み
ました。

勤
きん

を申し出ました。そして高知県
立第一中学校の安

あ

芸
き

分校（現安芸
高校）に移

うつ

り、仕事に打ち込
こ

み、日
本語の文

ぶん

法
ぽう

を熱
ねっ

心
しん

に研究しました。
　孝雄が高知にいたときに研究を
まとめた論

ろん

文
ぶん

が、後に孝雄の代表
作となる「日

に

本
ほん

文
ぶん

法
ぽう

論
ろん

」です。1902
（明治35）年に完

かん

成
せい

したこの研究は、
それまでの日本語の文法を基

もと

に手
を加

くわ

え、さらに外国語の文法理
り

論
ろん

を
取り入れたもので、「山田文法」の
名で広く知られています。

実を結
む す

んだ長年の努
ど

力
り ょ く

　孝
よ し

雄
お

は文化勲
く ん

章
しょう

を受けると同時
に富山市名

め い

誉
よ

市
し

民
み ん

に選
え ら

ばれました。
富山市は 1996（平成８）年に遺

い

族
ぞ く

から寄
き

贈
ぞ う

された孝雄の蔵
ぞ う

書
し ょ

を整
理し、富山市立図書館の専用の部
屋で「山田孝雄文庫」を開

か い

設
せ つ

して
います。孝雄は生

しょう

涯
が い

に３万冊
さ つ

の本
を読んだといわれますが、文庫に
はおよそ１万８000 点が収められ
ています。

一生に３万冊
さ つ

を読んだ
大学者の蔵

ぞ う

書
し ょ

の一部
「山

や ま

田
だ

孝
よ し

雄
お

文庫」

日本語の文法を解
か い

明
め い

したい
山
や ま

田
だ

 孝
よ し

雄
お

1875（明治８）年８月20 日―1958（昭和 33）年11月 20 日

　小学校の先生になった孝
よし

雄
お

は、
草
くさ

島
じま

尋
じん

常
じょう

（現
げん

富山市立草島小学
校）、上

かみ

市
いち

尋常高等（現上市町立上
市中央小学校）、下

しも

村
むら

忠
ちゅう

告
こく

尋常（現
射
い

水
みず

市立下村小学校）の各小学校
に勤

つと

めました。富山市の自宅から
どんなに遠い学校でも朝早く起き
て歩いて行きました。
　学校から帰ってからも猛

もう

勉
べん

強
きょう

を
続
つづ

け、中学校、師
し

範
はん

学校の先生にな
る試

し

験
けん

に合
ごう

格
かく

し、1896（明治29）年、
兵庫県の私

し

立
りつ

鳳
ほう

鳴
めい

義
ぎ

塾
じゅく

（現
げん

篠
ささ

山
やま

鳳
ほう

日本語の文法を解
か い

明
め い

したい
鳴
めい

高
こう

校
こう

）の先生になりました。
　ある日、生徒から「教科書に『は』
は主語を表す助

じょ

詞
し

とありますが、
『は』は『日本では富

ふ

士
じ

山
さん

が高い』
というときの『は』のように、主
語でない場合にも使われるのでは
ありませんか」と質

しつ

問
もん

され、答え
られなかったことがありました。
孝雄は自分の不

ふ

勉
べん

強
きょう

を恥
は

じ、国語
の文

ぶん

法
ぽう

教育はもっとしっかりしな
いといけないと考えるようになり
ました。

1875（明治 8）..........................................0 歳
さい

富山町総
そう

曲
が

輪
わ

に生まれる
1887（明治 20）....................................12 歳
富山県尋

じん

常
じょう

中学校に入学
1892（明治 25）....................................17 歳
草
くさ

島
じま

尋常小学校の先生になる
1896（明治 29）....................................21 歳
兵庫県の私

し

立
りつ

鳳
ほう

鳴
めい

義
ぎ

塾
じゅく

の先生になる
1902（明治 35）....................................27 歳
『日

に

本
ほん

文
ぶん

法
ぽう

論
ろん

・上』を刊
かん

行
こう

1908（明治 41）....................................33 歳
『日本文法論・全』を刊行
1920（大正 9）.......................................45 歳
日本大学の講

こう

師
し

になる
1927（昭和２）.......................................52 歳
東北大学教

きょう

授
じゅ

になる
1929（昭和４）.......................................54 歳
文学博

はく

士
し

となる
1944（昭和 19）....................................69 歳
貴
き

族
ぞく

院
いん

議
ぎ

員
いん

になる
1953（昭和 28）....................................78 歳
文
ぶん

化
か

功
こう

労
ろう

者
しゃ

に選
えら

ばれる
1957（昭和 32）....................................82 歳
文
ぶん

化
か

勲
くん

章
しょう

を受章
1958（昭和 33）....................................83 歳
仙
せん

台
だい

で亡
な

くなる

著
ちょ

書
しょ

『日
に

本
ほん

文
ぶん

法
ぽう

論
ろん

・上』と原稿（富山市立図書
館山田孝雄文庫蔵）

文学博
はく

士
し

学
がく

位
い

授
じゅ

与
よ

の 祝
しゅく

賀
が

会
かい

（個人所有）

家族との記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

（後列左から４人目
が孝

よし
雄
お

）（個人所有）

山
やま

田
だ

孝
よし

雄
お

が 著
あらわ

した本の一部（富山市立図書
館山田孝雄文庫蔵）

山
やま

田
だ

孝
よし

雄
お

文庫
（富山市立図書館
山田孝雄文庫蔵）


